
大西洋クロマグロ　西大西洋
（Atlantic Bluefin Tuna, Thunnus thynnus）

最近の動き

本資源を管理する大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT）
に報告された 2018 年の漁獲量は 2,027 トンであった。ICCAT
の科学委員会（SCRS）は、2017 年 9 月に資源評価を実施した。
2017 年の SCRS は、東西両系群とも長期的な将来の加入量推
定の不確実性が大きいことから、漁獲死亡係数 F のみに基づ
く Kobe マトリックスを作成した上で、西資源について現状
は過剰漁獲ではないと判断し、2018 年から 2020 年の漁獲は、
管理目標を維持することのできる 2,500 トンを超えるべきで
はないと勧告した。SCRS のこれらの管理勧告を踏まえ 2017
年 11 月の ICCAT の委員会は、2018 ～ 2020 年の総漁獲可能量

（TAC）を 2,350 トン（日本は 407.48 トン）と定めた。

利用・用途

ほぼ全てが刺身やすし用途に用いられている。

漁業の概要

主な漁業国は、最近の漁獲量の多い順に米国、カナダ及び
日本であり、この 3 か国で漁獲の 98％以上を占める。日本の
漁獲は、全てはえ縄によるものであり、米国及びカナダでは
ロッド＆リールと呼ばれる釣り漁業が主体である。小型魚（2
～ 3 歳魚）を漁獲する漁業は米国のスポーツフィッシングの
みで、他の漁業は全て中・大型魚を漁獲する。大西洋クロマグ
ロを対象とした日本のはえ縄漁業は、大西洋の熱帯域である
カリブ海からブラジル沖で 1963 年頃から開始され、年間数
万トンを漁獲していたが数年間でこの漁場は消滅した。この
漁場に分布していた魚群が大西洋の東西どちらの系群に属し
ていたかは不明であるが、現在の水域区分では主に西大西洋
となる。その後はメキシコ湾が主要な漁場となった。1970 年
代の中頃からはニューヨークからカナダのニューファンドラ
ンド沖合（北米沖）が漁場に加わり、1982 年にメキシコ湾で
の操業が禁止されて以来主要な漁場となっている（図 1）。一
般的な漁期はメキシコ湾が 1 ～ 5 月、北米沖が 11 ～ 3 月であ
る。日本の漁期は主に 9 ～ 12 月、米国の漁期は主に 7 ～ 11 月
で、カナダの漁期は 8 ～ 11 月である。

漁獲量は、1981 年までは 5,000 トン前後の水準にあったが、
1982 年に厳しい漁獲規制が導入され、1983 年以降は 2000 年
代半ばまで 2,500 トン前後となっている（図 2）（ICCAT 2019）。

2002 年に 1982 年以降で最大の 3,319 トンに達し、その後は
1,800 トン前後で推移し、2013 年には過去最低水準（1,482 ト
ン）を記録した。2015 から 2017 年の TAC は 2,000 トン（日本
は 346 トン）に設定され（ICCAT 2015 [Rec. 14-05]、2016a [Rec. 
16-08]）、2018 から 2020 年の TAC は 2,350 トンに増枠された

（日本は 407.48 トン）（ICCAT 2017c [Rec. 17-06]）。2018 年の
総漁獲量は 2,027 トンであった。2003 年以降の漁獲量の減少
は、米国漁業の不漁が原因である。カナダの漁獲量は安定し
ているが、セントローレンス湾で漁獲される魚の平均サイズ
が小さくなっていること、また近年の CPUE が著しく増加し
たことが報告されている。日本の漁獲量も安定的だが、2003
年に前年までの漁獲枠超過分の調整として 57 トンに一時的
に減少し、それ以降は 350 トン前後で推移している。なお、日
本は漁獲枠管理に、8 月～翌 7 月の漁期年を用いている。

生物学的特性

本系群の成長は、これまで標識放流調査の結果（Turner 
and Restrepo 1994）や体長組成データ及び耳石の輪紋から
推 定 さ れ て い た が（Restrepo et al . 2011）、2017 年 の ICCAT 
SCRS（ICCAT 2017a）において、標識放流調査や耳石の年齢査
定結果を総合的に解析した成長曲線に更新された（Ailloud 
et al . 2017）。体長体重関係式（Parrack and Phares 1979）は、
2015 年の SCRS において、主要な漁業国の科学オブザーバー
による 14 万個体以上の膨大なデータから推定したものに更
新されている（ICCAT 2016a）。成長曲線と各年齢の体長（尾叉

図 1. 大西洋クロマグロの分布域（赤）と主要漁場（青）、産卵場（黄）
索餌場は産卵場を除く海域。縦太線は東西の系群の境界。
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ある。本系群は、大型個体では性別による体長の差が認めら
れ、尾叉長 255 cm 以上の個体の 60 ～ 70％程度が雄である

（Maguire and Hurlbut 1984）。本種の卵は分離浮性卵で、受精
卵の直径は約 1 mm である。産卵場はメキシコ湾にあり、5 ～
6 月が産卵期である。成熟年齢に関する生物学的知見は不足
しており、生殖腺と硬組織を用いた正確な成熟年齢の調査の
必要性が指摘されている。近年の SCRS では、米国北東沖にお
いて 5 歳の成熟魚が分布することや（Knapp et al . 2013）、同
海域における仔魚の発見（Richardson et al . 2016）が報告さ
れ、西系群の成熟年齢が想定よりも早い可能性が示唆された。
産卵数は、体長 200 ～ 250 cm の成魚で約 3,400 万粒と報告さ
れている（Rodriguez-Roda 1967）。主な分布域は北緯 30 ～ 45
度の海域であり、他のまぐろ類に比べてやや沿岸性が強い（IC
CAT 2003）。なお 2017 年の資源評価では、従来の高齢で成熟
する場合（メキシコ湾の漁獲物から計算した結果、成熟率は
11 歳で 56％と推定された）に加え、東系群の若齢（4 ～ 5 歳）
で成熟する場合も仮定した（ICCAT 2017b）。

メキシコ湾で孵化した稚魚は、成長しながら沿岸に沿って
北へ移動し、夏にはコッド岬あたりに達する。その後、北米
沿岸からやや沖合域に分布し、冬期には南下（南限はおおよ
そ北緯 30 度）、夏期には北上する（北限は北緯 50 度）。標識放
流の結果から一部個体（数％）が、東大西洋（ヨーロッパ沿岸、
ノルウェー沖合）・地中海へ渡洋回遊することが知られてい
る。アーカイバルタグ、ポップアップタグ等の電子標識を用
いた移動・回遊行動の研究により、従来考えられていたより
も東西の移動が頻繁に生じていることが示されているが、正
確な移動率の算出には至っていない（ICCAT 2002）。

現在まで 20 年以上にわたり、大西洋クロマグロは西経 45
度線で東西 2 つの区域の別系群として分けて管理されてきた。
しかし、1990 年代以降に行われた通常標識や電子標識の放流
再捕結果から、東西系群は北大西洋において混合して広く回
遊を行うことが示された（Block et al . 2005）。また、ポリ塩化
ビフェニル（PCB）を指標として用い、地中海生まれの東系群
は 2 ～ 3 歳までに米国東岸へ回遊することが明らかになった

（Dickhut et al . 2009）。
地中海で漁獲されたクロマグロ大型魚はほぼ全て東系群で

あった一方、西系群の漁場とされる米国東岸沖の索餌場で漁
獲された未成魚（69 ～ 119 cm）の 62％は地中海生まれの東
系群であり、大型魚（＞ 250 cm）はほぼ全てがメキシコ湾生
まれの西系群であったことが報告されている（ICCAT 2011）。
さらに、最近の研究（Rooker et al . 2019）では、それらの混合
率が大きく年変動していると判明した。また、遺伝情報を用
いた最新の研究（Rodríguez-Ezpeleta et al . 2019）でも、西側
海域に東系群のクロマグロが多く回遊していることが示され
た。これらの結果は、大西洋で漁獲されるクロマグロは西経
45 度線を越えて、東西系群の魚が含まれている可能性を示唆
しており、西経 45 度で東西 2 つの系群に分けて管理する現在
の方法を改善するためには、東西の混合率の継続的なモニタ
リングが必要とされる。

本系群の胃内容物には魚類や甲殻類、頭足類等の幅広い種
類の生物が見られ、特定の餌料に対する嗜好性はないようで

長）及び体重（全重量）を図 3 に示す。各関係式は以下のとお
りである。

 （Ailloud et al . 2017）

A 1=0、A 2=34、L 1=33、L 2=270.6、K=0.22、p=-0.12
体重＝ 0.0000177054 体長 3.001252（Rodriguez-Marin et al . 2015）

最大体長は 330 cm、最大体重は 725 kg、寿命は約 40 歳で

図 2. 大西洋クロマグロ（西系群）の年別漁法別漁獲量（上）と年別
国別漁獲量（下）（ICCAT 2019）
漁獲量には投棄分も含まれる。

図 3. 大西洋クロマグロ（西系群）の年齢あたりの体長と体重（ICCAT 
2017a）
青は 2017 年の資源評価で更新された成長曲線、灰色の実線は更新
前を示す。図中の矢印は成熟体長（若齢成熟または高齢成熟）を表
す。赤は体重曲線を示す。
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あ る（Eggleston and Bochenek 1990、Chase 2002、Logan et 
al . 2011）。中でもニシンが餌として重要で、その資源量や体
長構造の変動がクロマグロの分布や肥満度に影響している可
能性が指摘されている（Golet et al . 2015）。仔稚魚期には、魚
類に限らず多くの捕食者がいるものと思われるが、あまり情
報は得られていない。遊泳力がついた後も、まぐろ類を含む
魚食性の大型浮魚類により捕食されるが、体長 50 cm 以上に
成長すると、外敵は大型のかじき類、さめ類、歯鯨類等に限ら
れるものと思われる（Guinet et al . 2007）。

資源状態

本系群の資源評価は、ICCAT の SCRS において、加盟国の研
究者の共同作業で実施される。前述のとおり、系群をより正
確に東西に分ける方法は確立されていない。2017 年 9 月に実
施した資源評価では、東西混合を加味した資源評価も試験的
に実施したものの、混合率の情報が限定的でありモデルの改
善も必要とされたため、過去の資源評価と同様に西経 45 度線
で東西系群に分けて解析した（ICCAT 2017b）。

2017 年 9 月に実施した資源評価では、東西両系群ともに
2014 年（前回）の資源評価から多くの新しい知見（標識放流
結果や東西混合率等）やデータ（過去の漁獲量や漁獲物サイ
ズ組成等）を取り込み、生物学的パラメータ（自然死亡係数や
成長曲線等）も見直したため、SCRS は ICCAT の委員会への管
理勧告は以前より信頼できるものであるとした。

一般に管理目標値の推定は、自然死亡係数等の生物学的パ
ラメータに加え、将来の長期的な加入量の設定が必要である。
将来の加入量には多くの場合、理論上の再生産関係式が使用

される。しかし、2017 年の本種の資源評価では、推定された
再生産関係が逆相関であったり、1976 年以前と以降とで加
入レベルが大きく異なっていたり、資源評価手法間で関係式
が大きく異なった。2017 年の資源評価ではデータやパラメー
タ等を大きく改善したが、再生産関係から将来の加入量を
仮定すると、管理目標値（BMSY）の推定範囲が非常に広くなっ
た。最終的に SCRS は、将来の長期的な加入量を選択すること
は適切でないと判断し、管理目標値（BMSY）を推定しなかった。
そのため、管理目標値（BMSY）に対する資源状態を示す Kobe
プロット及び Kobe マトリックスは作成せずに、漁獲死亡係
数 F のみに基づく Kobe マトリックス（表 1）を作成した上で
管理勧告を作成した（ICCAT 2017a）。なお両系群とも、管理目
標には FMSY の代替値として再生産関係を必要としない F0.1 を
使用することとした。

2017 年 9 月の資源評価では、従来の資源評価手法である
ADAPT VPA を含む 4 つの資源評価モデル（ADAPT VPA、Age 
Structured Assessment Program、Stock Synthesis 3（SS3）、St
atistical Catch-At-Length Model）による資源評価結果を比
較検討し、最終的な管理勧告には、従来の手法である ADAPT 
VPA と SS3 を等しい重み付けで平均したものを採用した。採
用しなかったモデルによる結果の挙動は採用したモデルの結
果とおおよそ類似していることを確認した。ADAPT VPA によ
る資源評価では、1974 年から 2015 年までの年齢別漁獲尾数

（1 ～ 16+ 歳）と、はえ縄 CPUE 等 9 種類の資源量指数を入力
データとし（図 4、米国ロッド＆リール（8 歳以上）及びカナダ
ロッド＆リールを除く）、ICCAT 公認プログラムである VPA-
2BOX（Porch 2003）を用いて解析した。SS3 による資源評価で

図 4. 2017 年の資源評価に用いた大西洋クロマグロ（西系群）の主な CPUE（ICCAT 2019）
2019 年の ICCAT SCRS で更新した値を示す。
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再生産関係の仮定の解決が期待されていたが、SCRS は解析並
びに議論の結果、加入シナリオの高低についてはどちらかを
選択することはできないと結論付けた（ICCAT 2017a）。2017
年の資源評価では、2 つの極端な加入シナリオ（高加入・低加
入）は、再生産関係が明瞭でなくなったため、近い将来にも現
状の加入量レベルが続くと仮定し、近年 6 年間（2007 ～ 2012
年）の平均値を用いた。

2017 年の SCRS において、近年（2007 ～ 2012 年）の平均的
な加入量及び選択率を仮定し、2018 年から 2020 年までの短
期的な将来予測を行った結果、漁獲量は F0.1 で漁獲した場合、
2,691 トン、2,568 トン、2,446 トンと推定された。1,000 トン
以上の漁獲であれば今後の資源は減少すると予測されたが、
これはこれまで資源を増加させていた 2003 年卓越年級群が
高齢となるため資源の中心でなくなると予測され、また 2003
年以降に卓越年級群が発生していないことが要因である。現
在の資源量は、近年の平均的な加入量を仮定した場合であれ
ば、MSY を実現する資源量よりも多いという判断になり、漁
獲によって資源を減少させることになる。

は、1951 年 か ら 2015 年 ま で の 体 長 別 漁 獲 尾 数 と、11 種 類
の資源量指数を入力データとし（図 4）、ICCAT 公認プログラ
ム で あ る Stock Synthesis Version 3.24j（Methot and Wetzel 
2013）を用いて解析した。

推定された資源量と加入尾数（1 歳魚）をそれぞれ、図 5 と
図 6 に示す（ICCAT 2017a、2017b）。前述の通り、資源評価で
は極端な 2 通りの成熟率（高齢または若齢で成熟）を仮定した
が、親魚資源量の代わりに成熟率に依存しない、全年齢を含
めた資源量で示すこととした。1970 年代半ば以降の推定され
た資源量は、ADAPT VPA 及び SS3 ともに同様の傾向を示して
おり、ADAPT VPA の推定値は常に SS3 より小さく推定された。
資源量は 1980 年代半ばまで大幅に減少し、2000 年代半ばま
で横ばいで推移したあと、近年まで増加し続け、2015 年には
1980 年代前半のレベル（ADAPT VPA は約 3 万トン、SS3 は約
4 万トン）となった。推定された加入尾数は、両手法とも同様
の傾向及び推定値を示している。推定値は 1970 年代初頭以
前には高い水準にあったが、1976 年以降、2003 年を除き（SS3
では 1994 年も除く）、低い水準で推移している。2012 年に発
表された耳石を用いた資源構造解析結果は、西大西洋に分布
する卓越した 2003 年級には西系群が貢献（49.2％± 13.2％
SD、N = 39）していることを支持している（Secor et al . 2013）。
近年（2012-2014 年の平均）の F は、F0.1 の 0.59 倍（0.44-0.79：
80％信頼区間）と推定され、現状は過剰漁獲ではないと判断
された。前述のとおり、2017 年の SCRS は現状の資源状態を
判断しなかったが、本資料では過去 40 年間（1976 ～ 2015 年）
の親魚量推定値から資源の水準は中位で、資源の動向は増加
傾向と判断した。

これまでの資源評価では、将来予測及び管理目標値の推定
に、1）親魚資源量の増減に関わらず加入尾数は 1976 年以降
の低いレベルで一定（低い加入シナリオ）、または 2）親魚資源
量が増加した場合、加入尾数は 1976 年以前のレベルまで増
加する（高い加入シナリオ）、という 2 つの再生産関係の仮定
を使用してきた。2015 年の委員会では、上記の 2 つの極端な

図 6. 大西洋クロマグロ（西系群）の加入尾数（1 歳魚）の経年変化
（ICCAT 2017a）

2017 年の資源評価モデルでの推定加入尾数。青は SS3、赤は VPA の
結果を示す。上下の点線間は 80％信頼範囲。

図 5. 大 西 洋 ク ロ マ グ ロ（ 西 系 群 ）の 資 源 量 の 経 年 変 化（ICCAT 
2017a）
2017 年の資源評価モデルでの推定資源量（全年齢の魚）。青は SS3、
赤は VPA の結果を示す。上下の点線間は 80％信頼範囲。

表 1. 大 西 洋 ク ロ マ グ ロ（ 西 系 群 ）の Kobe マ ト リ ッ ク ス（ICCAT 
2017a）
様々な TAC レベル（縦軸）である年の F が F0.1 を下回る確率が示さ
れている。
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管理方策

ICCAT は 1998 年に、20 年以内に少なくとも 50％以上の確
率で資源を最適な状態（SSBMSY）に回復させるという管理目標
を定めた（ICCAT 1999）。2017 年の ICCAT SCRS は、2,500 トン
未満の漁獲は 2020 年までに 60％以上の確率で F を F0.1 以下に
保つことができると推定され、2018 年から 2020 年はこの水
準の漁獲を超えるべきではないと勧告した。ただし本種の西
系群と東系群は混合しており、東系群の資源量が西系群より
はるかに大きいため、今後の東系群の管理手段を含む不確実
性の影響に留意すべきとしている。

これらの結果に基づき、2017 年 11 月にモロッコで開催さ
れ た ICCAT 年 次 会 合 で は、2018 ～ 2020 年 の 総 漁 獲 可 能 量

（TAC）は、2,350 トン（日本は 407.48 トン）と決定された（ICC
AT 2017c [Rec. 17-06]）。

他の規制として、SCRS が、幼魚加入の急激な減少等、本資
源の崩壊の危機を認めた場合、漁業停止の義務化を決定して
いる。また 115 cm（または 30 kg）未満の漁獲量制限（国別に
漁獲量の 10％未満とすること並びに小型魚から経済的利益
を得ない方法を開始すること）、産卵場（メキシコ湾）におけ
る産卵親魚を対象とした操業の禁止及び漁獲証明制度が実施
されている（ICCAT 2017c [Rec. 17-06]）。

日本は大西洋クロマグロを漁獲する自国はえ縄船に対し
て毎日の漁獲報告及び個体別重量報告を義務付け、適切な管
理に努力している。これによって漁獲した全個体の個体別重
量が得られ、また漁獲状況が毎日、即時的に得られるように
なっている。さらに科学オブザーバーを乗船させ、詳細な操
業データ、生物測定データ、耳石等の生物サンプルの収集を
行っている（Japan 2016）。ICCAT での資源評価においてこれ
らの精度の高い基礎的科学データは重要であり、日本のはえ
縄 CPUE は主要な資源量指数として重視されている。
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大西洋クロマグロ（西大西洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 中位 *1

資 源 動 向 増加

世 界 の 漁 獲 量
（最近５年間）

1,627 ～ 2,027 トン
最近（2018）年：2,027 トン
平均：1,849 トン（2014 ～ 2018 年）

（投棄を含む）

我 が 国 の 漁 獲
（最近５年間）

345 ～ 406 トン
最近（2018）年：406 トン
平均：349 トン（2014 ～ 2018 年）

管 理 目 標 資源量を MSY を達成できるレベル
に維持する

資 源 評 価 の 方 法 VPA 及び SS3

資 源 の 状 態 F2012-2014 / F0.1：0.59 [0.44-0.79] *2

管 理 措 置

TAC：2,350 ト ン（2018 ～ 2020 年 ）
（日本枠：407.48 トン）

115 cm（または 30 kg）以下の魚の
漁獲量制限（10％以下、国別）、漁
場・漁期の制限（産卵場における産
卵親魚の漁獲制限）、漁獲証明制度

管理機関・関係機関 ICCAT

最 新 の 資 源 評 価 年 2017 年

次 回 の 資 源 評 価 年 2020 年

*1 2017 年の ICCAT 大西洋クロマグロ作業部会では、長期的な将来
の加入量が不明であるため、資源量の不確実性の範囲を適切に
示すことができず、管理目標値（BMSY）の推定は適切でないと判
断した。本資料では、過去 40 年間（1976 ～ 2015 年）の資源量推
定値から現状を中位と判断した。

*2 括弧内は 80％信頼区間を示す。

Copyright (C) 2020　水産庁　水産研究・教育機構　All Rights Reserved

令和元年度　国際漁業資源の現況 07　大西洋クロマグロ　西大西洋

07 − 7


